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論文及び審査結果の要旨 
 
本論文は、COVID-19 の流行による鉄道利用者の交通行動の変化について、駅改札の通過記録

データを用いた分析により動態を把握するとともに、IT 技術により長期的に得られるビッグデ

ータの活用可能性を明らかにしたものである。 

 本論文は全 8章で構成されている。第 1章では研究の背景として、COVID-19の流行により人々

の交通行動が大きく変化したこと、駅改札通過記録データを活用することでそれを把握できる

可能性があることを述べ、研究の目的を設定している。第 2章では本研究に関連が深い交通行動

変容分析やビッグデータ活用に関する既往研究について文献レビューを行い、本研究の位置づ

けを明らかにしている。第 3 章からは駅改札通過データを用いて、COVID-19 による習慣的な鉄

道利用減少の実態について、年齢や性別といった個人属性との関係を分析している。続く第 4章

ではそのうち比較的利用頻度の高いグループについて、利用時刻のばらつきに着目して個人ご

との行動変化を明らかにしている。第 5章では分析対象データを時間・空間的に拡大し、行動弾

性という概念に基づき経年的な利用頻度の変化を視覚的に表現している。第 6章ではこれらのデ

ータを補完するアンケート調査を行うとともに共分散構造分析を用いて、利用頻度変化の要因

として個人の意向のみならず企業規範等も影響を与えていることを示している。第 7章ではこう

した駅改札通過データを今後さらに活用する可能性についての提言とそれに伴う留意点につい

て議論している。第 8章では以上の成果を取りまとめ、人々の交通行動の把握に駅改札通過デー

タを活用することの有用性についての結論を示している。 

 本論文においては、駅改札通過データによる利用頻度や利用時刻情報の活用可能性を示した

点、COVID-19 による個人単位の経年的な鉄道利用頻度の変化を明らかにした点、行動変化の要

因として個人の意向だけではなく所属する組織の特性も影響を与えることを示した点は独自性

が高く、ビッグデータの活用を進める上で有用であり各種の施策に応用可能な知見を含んでい

ると評価できる。 

 提出された論文に対して、iThenticate を用いて剽窃・盗用の不正行為の有無を確認したとこ

ろ、本人が過去に発表した論文、一般的な用語や手法の表現、文献名などとの一致が見られた

ものの、剽窃や盗用に該当するものはないことを確認した。研究成果は既に、3 編の査読付き論

文と 1件の国際学会発表で公表されており、学会からも高い評価を受けて 

いると判断できる。 

 よって、本論文は、博士（工学）の学位論文として十分に価値があると認められるので、合

格（A）の判定とする。 

 

 

（試験の結果の要旨） 

 

令和 6 年 2 月 5 日 9 時 30 分より、土木工学棟セミナー室およびオンライン併用にて、審査委



注 論文及び審査結果の要旨欄に不足が生じる場合には、同欄の様式に準じ裏面又は別紙によること。 

員全員の出席のもとで、公聴会、続いて学位論文審査会を実施した。論文内容の発表とそれに

対する質疑応答を通して、本論文は博士論文として十分な内容を有しており、都市イノベーシ

ョン分野において博士の学位を得るに値すると認められるとともに、提出者は専門領域である

交通計画に関連する分野の科目について博士（工学）の学位を得るのにふさわしい学力を有す

ると判断された。また、修了に必要な単位も取得済みである。 

 外国語については、国際学会において英語による論文執筆および発表を行っており、十分な

英語力を有していると判断された。 

 

 対外発表論文は、以下の 3 編の査読付き論文集への登載と 1 件の国際学会での英語発表があ

り、学位取得に必要な内規（1編以上）を満たしている。 
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 以上より、提出者は博士（工学）の学位を得るに値する学識を有するものと認められ、審査

委員の全員の一致により最終試験は合格と判定した。 

 


